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書
家
の
石
飛
博
光
先
生
と
土
橋

靖
子
先
生
が
試
筆
で
す
。
小
さ

な
仮
名
を
書
く
に
は
、
現
在
の

小
筆
の
妙
味
に
は
及
ば
な
い
様

子
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
と

い
う
課
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
画
筆
。
今
回
は
植

物
筆
の
「
わ
ら
筆
」
と
「
筆

草
」
を
用
意
し
ま
し
た
。
わ
ら

筆
は
、
江
戸
時
代
の
画
家
、
狩

野
探
幽
の
直
径
３
㎝
も
あ
る
大

筆
で
す
。
こ
れ
は
、
三
井
記
念

美
術
館
が
所
蔵
す
る
現
物
か
ら

藤
川
玉
水
伝
統
工
芸
士
が
忠
実

に
再
現
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
用
い
た
水
墨
画
会
の

重
鎮
、
斉
藤
南
北
先
生
の
筆
さ

ば
き
は
圧
巻
。
多
摩
美
術
大
学

教
授
の
島
尾
新
先
生
は
「
１
本

の
線
を
表
現
す
る
の
に
、
こ
の

筆
で
し
か
描
け
な
い
こ
と
は
な

く
、
筆
跡
か
ら
の
筆
の
検
証
に

は
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
斎
藤
先
生
が
、
ど
の
筆

を
使
っ
て
も
、
自
在
に
表
現
を

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
り
ま

す
。
」と
結
び
、
聴
衆
も
、
そ

の
筆
さ
ば
き
を
目
の
当
た
り
に

し
、
深
く
納
得
さ
せ
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

　

第
２
部
は
、
開
会
と
同
時
に

熊
野
の
化
粧
筆
が
聴
衆
に
配
ら

れ
る
と
、
そ
の
肌
触
り
の
心
地

よ
さ
に
ウ
ッ
ト
リ
。
竹
森
鉄
舟

氏
が
製
作
工
程
を
紹
介
し
、
さ

ら
に
、
20
年
以
上
前
か
ら
熊
野

筆
を
愛
用
し
て
い
る
と
い
う
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
大
髙
博
幸
先
生
に
よ
る
メ
イ

ク
の
実
演
と
、「
熊
野
筆
、
愛
し

て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
く
ら

い
の
熱
い
ト
ー
ク
に
よ
り
、
熊

野
の
化
粧
筆
の
質
の
高
さ
が
、

女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
に
も

強
く
印
象
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

筆
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
、

４
時
間
に
も
わ
た
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
最
後
ま
で
聴
講
し
、
ま
た

休
憩
時
間
に
は
、
荒
谷
城
舟
伝

統
工
芸
士
に
よ
る
筆
づ
く
り
の

実
演
の
周
囲
は
人
だ
か
り
と
な

り
、
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了

後
に
、
出
口
で
見
送
り
を
し
て

い
た
三
村
町
長
、
芥
川
実
行
委

員
長
に
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者

が
、「
良
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し

た
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。

　

木
村
陽
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収

蔵
を
機
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

「
筆
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。

今
回
の
東
京
で
の
開
催
に
よ
り
、

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

E
筆
の
里
工
房
E
855
‐
３
０
１

０

↑筆の未来への提言の様子

　

２
月
21
日
(土)
午
後
１
時
、
銀

座
に
あ
る
定
員
300
人
の
時
事
通

信
ホ
ー
ル
が
満
席
と
な
り
、
増

席
と
会
場
外
の
モ
ニ
タ
ー
席
で
、

500
人
近
く
の
参
加
者
が
着
席
す

る
中
、「
筆
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
」は
開
会
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
前
半
は
、
書
筆
の

検
証
で
す
。
現
物
が
残
っ
て
い

な
い
、
平
安
時
代
の
筆
を
、
紙

巻
の
製
法
で
熊
野
の
職
人
が
再

現
。
原
毛
は
、
鹿
の
尻
尾
周
辺

の
柔
ら
か
く
て
白
い
毛
、
白
真

を
使
い
、
そ
の
特
徴
を
仁
井
本

誠
研
伝
統
工
芸
士
が
解
説
後
、

↑メイク実演の様子

報
告筆づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

i
n 

T
o
k
y
o

第
42
回
筆
の
都

く
ま
の
町
民
文
化
祭

参
加
者
・
グ
ル
ー
プ
募
集

　

町
民
文
化
祭
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
日
常
活
動

の
発
表
の
場
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
と

し
て
、
こ
の
文
化
祭
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
生
涯
学

習
課
、
各
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。

E
10
月
24
日

（土）
、
25
日

（日）

E
町
民
会
館
E
文
化
を
愛
す

る
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人

E
個
人
1
千
円
、
グ
ル
ー
プ

2
千
円

▽
部
門
：
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
、
バ
ザ
ー
、
そ
の
他

▽
申
込
期
間
：
4
月
1
日

（水）

〜
5
月
31
日

（日）

E
E
生
涯
学
習
課
E
820
‐
５

６
２
１
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筆
の
里
工
房
所
蔵
の
「
木
村

陽
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
ほ
か
、

五
島
美
術
館
所
蔵
の
宇
野
雪
村

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ポ
ー
ラ
文
化

研
究
所
所
蔵
の
江
戸
期
の
化
粧

筆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
約

300
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、
文
人
、

書
家
、
画
家
な
ど
歴
史
に
名
を

残
し
た
人
々
が
愛
用
し
た
筆
で

す
。
な
か
で
も
、
久
能
山
東
照

宮
博
物
館
所
蔵
の
徳
川
家
康
が

使
っ
た
と
さ
れ
る
筆
（
重
要
文

化
財
）
は
、
虫
食
い
部
分
か
ら

紙
巻
の
構
造
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
す
。
お
見
逃
し
な
く
。

　

ア
ダ
ン
筆
、
筆
草
、
わ
ら
筆
、

巻
筆
な
ど
の
特
殊
筆
に
つ
い
て

解
説
を
し
な
が
ら
、
実
際
に
書

き
味
を
体
験
し
ま
す
。

E
500
円
（
要
入
館
料
）

E
30
人
（
要
申
込
）

　

J
R
脱
線
事
故
で
亡
く
な
っ

た
漫
画
家
石
井
利
信
が
家
族
に

宛
て
た
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温

か
み
の
あ
る
絵
て
が
み
作
品
約

350
点
の
ほ
か
、
漫
画
原
稿
も
紹

介
し
ま
す
。

　

「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」
や
「
お

れ
は
鉄
兵
」
、
「
あ
し
た
天
気
に

な
あ
れ
」
な
ど
多
数
の
作
品
を

創
作
し
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持

つ
、
ち
ば
て
つ
や
の
漫
画
原
稿
、

原
画
作
品
な
ど
様
々
な
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
初
期
作
品
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
作

品
を
紹
介
し
、
画
業
を
振
り
返

り
ま
す
。
ま
た
、
愛
用
の
筆
や
、

制
作
道
具
も
合
わ
せ
て
展
示
し

ま
す
。

●
ち
ば
て
つ
や来

館
イ
ベ
ン
ト

E
５
月
３
日

（日）

▽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
：
午

後
１
時
〜
（
聴
講
無
料
、
要
入

館
料
）

▽
サ
イ
ン
会
：
午
後
２
時
〜

（
指
定
商
品
購
入
の
人
、
要
入

館
料
）

E
先
着
順
各
100
人

※
当
日
、
午
前
９
時
半
か
ら
整

　

理
券
を
配
布
し
ま
す
。

 

入
館
料 

大　
　

人　

500
円

 

　
　
　

 

小
中
高
生　

250
円

 

　
　
　

 

幼　
　

児　

無
料

 

※
Ｐ
Ａ
Ｌ
会
員
は
無
料
で
す

※
４
月
７
日

（火）
ま
で
は
、
大
人

　

300
円
・
小
中
高
生
150
円

特
別
展　

筆
の
美

　

徳
川
家
康
の
筆
が

熊
野
に
や
っ
て
く
る

E
４
月
８
日
(水)
〜
26
日
(日)

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
特
殊
筆
の
書
き
味
体
験
」

E
４
月
12
日
(日)
午
前
10
時
〜

正
午

筆の里工房4月の休館日
6日・13日・20日・27日・5月7日

　

広
島
ゆ
か
り
の
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
人
、
頼
山
陽
の
銘
の
あ
る
筆
で
す
。
頼
山
陽
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
歴
史
書
『
日
本
外
史
』

を
著
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
が
、
書
の
達
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
山
陽
に
あ
や
か
っ
て
作
ら
れ
た
筆
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ラ
ベ
ル
の
銘
が
、
筆
を
置
い
た
と
き
に
読
め
る
よ
う
反
対
に
貼
ら
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
あ
ま
り
例
の
な
い
貼
り
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
筆
は
、
4
月
8
日

（水）
か
ら
「
特
別
展　

筆
の
美
」
で
紹
介
し
ま
す
。

27

ふ
く
し
せ
い
ち
く
か
ん
ひ
つ 

め
い 

ら
い
せ
ん
せ
い
さ
ん
よ
う
よ
う
ひ
つ

Eとき　Eところ　E内容　E対象　E定員　E料金　E申込み　E問合せ先　Eホームページ

↑石井利信の作品

心
の
絆　

愛
の
絵
て
が
み
展

E
～
４
月
26
日

（日）

↑©ちばてつやの作品

ち
ば
て
つ
や
展

E
４
月
29
日
(水)
〜
６
月
７
日
(日)

　

福
枝
製
竹
管
筆 

銘 

頼
先
生
山
陽
用
筆


